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出 西川信廣

5乃4//″こDのここ′■α′こそ9α′こそ,SIo″ .9α′こ′qα′こ′…
4886年 (明 治 19年 )、 東京・麻布鳥居坂の白河義晃子爵

邸。当主の自河義晃は急速 に西洋化する日本 になじめず、

酒浸 りの日々を送っていた。ある日、外務 lyll・ 丼上馨の書生

と自河家の家令雛 田源右衛 門の間に一悶着が起 きた。雛

田は時代おくれのちょん髯をからかわれたばか りか、因循

姑息な自河子爵は華族の資格なしと罵倒されたのである。

それを聞いた義晃は怒 り心頭に発 し、これまた時代おくれ

の討ち入りを決意。しかし、<白 河家を守るには鹿鳴館に乗

り込み、見事なダンスを披露 して和魂洋才の手本を示すこ

と>と いう息子義知の提言に、お家のためならやむを得ずと

渋々承知の義晃。米国人のアンナ・カー トライト夫人を指

南役に、義晃のダンス修行が始った。さて、その成果は一。

綴ったマキノノゾミ会藤の一作で丸 お陰様で好評のうちに

残すブロックも僅かとなりました。今回、北海道・中部北陸 `近畿

が実現したことで、ほぼ全国を周る事になりま九 東京だけ

より、読売演劇大賞や紀伊國屋演 演出来ます事は、その座組みにとって大きな糧となり、

多くの作品が様々なカン   産となります。運営担当サークルの皆様をはじめ(

美術/奥村泰彦

演出補/北 則昭

たかお鷹

照明/金 英秀

制作/白 田 聡

沢 田冬樹 佐 川和 正 星 智也 寺田路恵

アンナとの心の交流を縦軸に、様々な登場人物たちが織りなす出来事を笑し

音楽/上 田 亨 音響効果/中 嶋直勝 衣裳/山 田靖子 振付/室町あかね 舞台監督/寺田 修

宣伝写真/飯田研紀

鑑賞団体の皆様ヘ

今年は、『殿様と私J例会でお世話になりま丸

この作品は、明治維新とともに西洋化する日本になじめない殿様と、米

マキノノゾミ
1959年生まれ、静岡県出身。

劇作家、脚本家、演出家。

1984年 劇団MOP結 成、2010年解

散公演まで主宰を務める。代表作に

『MOTHER』 、 F東京原子核クラブ』、

、『高き彼者』、F黒いハンカチニフ:、『赤シャツ』

加 藤 武

している。 心に残る例会を創ってゆきたいと思いま丸『殿様


